厚生労働省社会・援護局
保護課　様

生活保護基準に関する申し入れ書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第三次集約　2007年12月10日提出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　障害者・患者団体58団体が連名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「生活扶助基準に関する検討会」が10月より急遽開催されているということを知りました。障害者・精神病者、難病者等の中にも生活保護を受け、生活を続ける仲間がいます。当事者不在の中、十分な傍聴の機会もないままに、拙速な見直し作業を進めるのはやめてください。

格差社会が社会的な問題となり、北九州市では餓死事件も起こり、ものの値段も上がる気配をみせる中、どうして生活保護基準を切り下げるような論議が行われるのでしょうか。生活保護基準は生活保護利用世帯のみならず、障害者施策の減免制度などの他制度にも影響し、「貧困スパイラル」と呼ばれる現象を引き起こします。その結果、富裕層との格差はますます助長されます。低所得者だけの範疇に限定した、このような基準切り下げの議論にはどうしても納得できません。

社会保障費の２２００億円削減ありきを前提としたこの間の論議が、障害者自立支援法の改正等、弱い立場におかれている人々に、その痛みを押しつけ続けています。もう、これ以上おいつめるのはやめてください。これでは、地域で夢や希望をもって自立生活することすらできず、第2、第3の被害者をだすことになります。
検討会の皆様方や厚生労働省、ひいては国会議員の皆様方におかれましても、このような、素朴な「生活困窮者」の意見をも取り上げていただけますよう、以下の事項を申し入れます。
記
1 生活保護基準の切り下げをしないでください。 
2 生活保護の議論にあたっては、生活保護利用者・低所得者をはじめさまざまな市民・有識者の意見を聴きながら慎重な審議を行ってください。

以上













